
昭和34年、小さな写真屋に生まれる。

大学時代は、ハンドボール部のキャプテンとして活躍。

零細企業に育ったこともあり、中小企業を担当する通商産業省に入省。

日米交渉や道路公団民営化、地方行政（埼玉県副知事に出向）などに携わる。

平成18年衆議院千葉七区補欠選挙にて公募により選ばれるも、惜敗。

平成21年衆議院総選挙において、初当選。5期目。環境大臣政務官、

党副幹事長、党農林部会長、農林水産大臣、予算委員会理事、党総務

会長代理を経て、現在、法務大臣として司法制度改革に尽力。

〔趣 味〕ハンドボール、カラオケ、読書、映画

〔好きな食べ物〕ラーメン、焼肉（特にカルビとハラミ）

〔尊敬する人物〕高杉晋作、原敬、鈴木貫太郎
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法務大臣 自民党千葉県第七選挙区支部長 衆議院議員

令和４年11月11日、岸田総理からの要請を受け法務大臣に就任しました。

国会開会中の突然の就任で、ウォーミングアップをせずに、いきなり試合に出させられるような
難しさを痛感してます。まさに、身の引き締まる思いというのは、こういうことなんだと。

岸田総理からは、司法制度改革や世界平和統一家庭連合（旧統一教会）の被害者救済などに
ついて取り組むよう具体的な指示を受けております。

これまで皆様からいただいてきた暖かい御支援を胸に、国民から信頼される法務行政を目指
して全力を尽くす覚悟です。（令和4年11月12日付メルマガ・健ズバッ！Vol.249より）

法務省にて連日記者会見。分かりやすい

言葉での説明を心がけています。

安心した生活をみんなで送るため
には、一定のルールが必要です。家に安心

して住むことができること、頼んだ商品が手に入れ
られること、他人を傷つけたり物を盗むような行為を
した人がきちんと処罰されることなど。こうした社会
における基本的なルールを作り、きちんと守られる
よう運用していくのが法務省になります。

また、出入国が適切に行われるようにすること、
人権が尊重されるよう努めること、 社会の安全を守る
ために必要な調査等を行うことなども、法務省の大事
な仕事です。

「持ってるものを十分発揮して頑張って

ほしい」とのお言葉がありました。

～法務大臣就任からの10日間～
11月11日(金) 法務大臣就任（宮中にて認証式）

14日(月) 法務省職員への訓示、ご挨拶回りなど
15日(火) 衆議院・参議院法務委員会にて所信挨拶など
16日(水) 衆議院法務委員会6時間40分
17日(木) 衆議院本会議5分問、参議院法務委員会5時間
18日(金) 参議院本会議1時間40分
21日(月) 衆議院本会議2時間25分
22日(火) 参議院本会議2時間、参議院法務委員会2時間40分

・・・これからもガンガン走り続けます！
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☆法務省のマスコットキャラクター☆

①ホウリス君（法教育）、②シセツカメ（大臣官房施設課）

③④人KENまもる君・人KENあゆみちゃん（人権）

⑤トウキツネ（不動産登記）

⑥⑦ホゴちゃん・サラちゃん（更生保護）

大臣就任後、実質３日で、国会での質疑が待っていました。法務大臣としての
初の質疑は、衆議院法務委員会の７時間弱という長丁場で、事前に通告された
質問は極めて多数となりました。

現状がどうなっていて、どんな課題があるのか、法務省のみなさんがどう
解決しようとしているのか、猛勉強し、臨みました。国会での議論の様子は、過去の分も
含め、インターネット上でご覧いただくことも出来ます。

今回の国会で、法務省が取り組んでいるのは、民法の改正です。衆議院では、11月17日に
可決で審議終了し、参議院での審議が始まった状況です。

改正案では、児童虐待や、無戸籍のこどもの問題を解消するため、親子関係に関する規定
の改正に取り組んでいます。例えば、体罰禁止を明確に法律に位置付けることとしました。

また、明治につくられた今の制度には、「離婚後300日以内に生まれた子は前夫の子」と推定
される規定があります。しかしながら、こどもの血縁上の父親が前の夫でない場合も、戸籍
上はそうなってしまうというケースが生じます。こうしたケースの一部では、母親が出生届
を出すことを避け、結果として、こどもが無戸籍になってしまうことがあります。無戸籍の
ままでは、パスポート取得などに問題が起こってしまいます。このため、「母親の再婚後に
生まれた子は、再婚後の夫の子」と推定されることとし、無戸籍のこどもの問題を解消する
ことにしました。

そして、今回の国会では、消費者庁をはじめとする政府の各機関と一丸となり、世界平和
統一家庭連合(旧統一教会)の被害者救済にも取り組んでまいります。

予算委員会では緊張感を持って答弁。

難しい課題こそ取り組むべきと考えます。

法テラスの現場を視察。霊感商法等対応

ダイヤルを開設し被害者救済を進めます。

・・・これからもガンガン走り続けます！
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